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	　情報部　土木物資部　消防団


　風水害時は、河川の増水等のため、水防活動を行う事態が予想される。このため、村は、消防団等を出動させ、必要に応じて近隣市町村等の協力・応援を得て警戒活動を強化し、水防対策を実施し、被害の軽減を図る。

１　消防団の活動（消）

　　洪水に際し、水害を警戒し及びこれによる被害を軽減し、もって公共の安全を保持するため、水防法（昭和24年法律第193号）第16条の規定による水防警報等を受けたときから洪水による危険が除去するまでの間、活動するものとする。

２　重要水防区域

　　水害の発生が特に予想される区域は資料５－１のとおりである。

３　監視・警戒活動（土）

　　村は、その管轄する水防区域において、河川等の護岸、堤防等の巡視を行い、早期に損壊箇所及び危険箇所等を把握し、必要な応急措置を講ずる。

４　通報・連絡（土）

　　監視・警戒活動によって、異常箇所等を発見したときは、直ちに施設の管理者等に通報するとともに、水防活動に必要な人員及び資機材を確保する。

５　水防活動の実施（土）

　　村長は、決壊箇所及び危険箇所に対して、できる限りはん濫等による被害が拡大しないように、その応急措置として現場の状況、工作物の構造及び使用材料等を考慮して、迅速かつ適切な水防活動を実施する。

　　また、重機による水防活動が必要な場合においては、必要に応じては民間業者等の協力を得る。

６　水防資機材の調達（土）

　(１)　水防活動中、資機材に不足を生じた場合はあらかじめ定めた資機材業者及び水防倉庫等（資料５－２参照）から調達する。

　(２)　村長は、水防活動に当たり、資機材に不足が生じ、又は、調達できないときは、県の所管する資機材を借用する。

７　避難指示・勧告等（情）

　　村長は、河川のはん濫等人命危険の切迫若しくは危険の予測が生じた場合は、避難準備情報の発令、避難の指示・勧告を速やかに住民に対して実施する。

８　応援による水防活動の実施（情）

　(１)　村長は、北アルプス広域消防本部（南部消防署経由）と連携して速やかな被害状況の把握を行い、当該状況から、自らの消防力では対処できないとき、又は対処できないと予測されるときは、「長野県消防相互応援協定書」（資料２－１参照）に基づき、他の消防機関等に対し応援を求める。

　(２)　村長は、ヘリコプターの支援を求めようとするときは、本章第５節「ヘリコプターの運用計画」により要請する。

　(３)　村長は、自衛隊の派遣を求めようとするときは、本章第６節「自衛隊の災害派遣」により派遣を求める。

　(４)　村長は、他の地方公共団体の応援を申請するときは、必要とする応援内容、資機材、人員、配置場所及び連絡調整担当者、指揮命令系統について明確にしておくとともに、ヘリポート等応援活動上必要となる施設等についても必要に応じて確保する。

　　　また、待機場所の確保、食料の供給等の後方支援についても、必要に応じて応援側地方公共団体の到着までに整える。

　(５)　村長は、他の水防管理者から、水防のための応援を求められたときは、できる限りその求めに応ずるものとし、速やかに応援体制をとるものとする。その際、応援職員等は、必要に応じ、被災地到着後72時間は自給自足できる体制をとる。

９　水防信号

　　水防信号は、水防法施行細則（昭和26年５月17日規則第42号）の規定に基づき、次により行う。

	信号の種類
	説　　　　　　　　明

	第１信号
	警戒水位に達したことを知らせるもの

	第２信号
	水防団員及び消防機関に属する者の全員が出動すべきことを知らせるもの

	第３信号
	水防管理団体の区域内に居住する者が出動すべきことを知らせるもの

	第４信号
	必要と認める区域内の居住者に避難のため立ち退くべきことを知らせるもの


	信号
	警　　鐘　　信　　号
	サ　イ　レ　ン　信　号

	第１信号
	○休止○休止○休止
	５秒 15秒 ５秒 15秒 ５秒 15秒 

 ○－休止－○－休止－○－休止

	第２信号
	○－○－○　○－○－○
	５秒 ６秒 ５秒 ６秒 ５秒 ６秒 

 ○－休止－○－休止－○－休止

	第３信号
	○－○－○－○　○－○－○－○
	10秒 ５秒 10秒 ５秒 10秒 ５秒 

 ○－休止－○－休止－○－休止

	第４信号
	乱　　　　　　　　　打
	１分 ５秒 １分 ５秒 

 ○－休止－○－休止


　　・信号は、適宜の時間継続する。

　　・必要がある場合は、警鐘信号及びサイレン信号を併用する。

　　・危険が去ったときは、口頭伝達により周知させるものとする。

　〔水門等の管理者〕
　　水門等の管理者は、洪水時又は洪水のおそれがあると認めたときは、それぞれ定められた操作規則等に基づいて、的確な操作を行う。

　　特に、施設からの放流の操作に当たっては、下流域の水防管理者及び施設管理者等へ迅速に通報する。

　(１)　洪水警戒時における措置

　　　管理する施設への最大流入量等を予測し、予備放流等の必要な措置を行う。

　(２)　洪水時における措置

　　　洪水時においては、下流の水位の急激な変動を生じないように、洪水を調節するなど、的確な操作を行う。

　(３)　緊急時の措置

　　　施設に破損の危険が生じた場合等は、速やかに下流域の被害を及ぼす範囲の水防管理者、その他関係機関へその状況を通報する。
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